
 

シートプラズマによるハイブリッド型電気推進機の基礎実験 
Basic experiment of hybrid type electric thruster by sheet plasma 
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プラズマを用いた宇宙用電気推進機は、従来

の化学推進機と比べ、推力が小さく、比推力が

大きいことが特徴である。これらの値は推進性

能評価において重要であり、様々な推進機が高

推力、高比推力を目指し研究がされている。電

気推進機では定常状態での運転、推進機の軽量

化及びペイロード比の向上が望まれており、低

電力で効率的な推力、比推力を得ることが研究

課題とされている。 

本研究では、シートプラズマにイオンサイク

ロトロン共鳴法（ICR法）と発散磁場を組み合

わせたTPD-SheetIV実験装置を用いて、効率良

い加熱を行ない、定常かつ低電力で、高推力、

高比推力を目指すことを目的とし実用化に向

けた基礎実験を行っている。 

本実験で用いた電気推進機用シートプラズ

マ生成装置TPD-SheetⅣの装置図を図1に示す。

実験方法は、シートプラズマの上下に平行平板 

 

 

 

 

 

 

電極を配置しICR法によりイオンの加熱を行う。

加熱されたイオンは、発散磁場により、垂直成

分の運動エネルギーを軸方向の運動エネルギ

ーに変換し、イオンを加速させることができる。 

実験条件として、ガス種はヘリウム、放電電

流は 30～50[A]、磁場強度は 0.10[T]、加熱用

高周波電力は、0～500[Ｗ]とした。発散磁場は、

実験後方部の 3つのコイルの電流値を変化させ

て磁場強度を 0.01～0.03[T]の間で変化させた。

また、推進性能を評価するための推力は、振り

子式ターゲットを用いて、振り子の振れ幅から

算出した。 

図２に振り子式ターゲットにより測定した

発散磁場強度に対する推力の結果を示す。放電

電流は 50[A]である。発散させる磁場強度を現

象させると、推力は最大値を示し、かつ高周波

出力の増加により大きくなることがわかる。 
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図１. 電気推進器用 TPD-SheetIV 実験装置 図２. 磁場強度に対する推力結果（Id=50[A]） 


